
                                

 

第２０回「自閉症療育者のためのトレーニングセミナー」受講者募集のご案内 

 
主催：神奈川県自閉症児・者親の会連合会 

 

トレーニングセミナーは、自閉症の人たちの療育・教育・支援に携わる方々に、自閉症についての深い理 

解と、個々の自閉症の人たちに対応するための技術を習得していただくための実践実技研修会です。この 

プログラムは、アメリカノースカロライナ州で行われている TEACCH の基礎的な初任者研修トレーニングを 

モデルにしています。 

一方的に話を聞くような講義だけが繰り返されていく従来のセミナーとは違い、自閉症の方々にモデルと 

して協力していただき、実際に教室や作業所で起きてくるさまざまな状況に対応していくためのトレーナーの 

動きをまずは、見ていただき、それをヒントにトレーニングを受ける人たち（トレーニーと呼びます）が、自分た 

ちで実践し、具体的に学んでいただく機会を提供しようというものです。 

自閉症についての研修を求めておられる方のご参加をお待ちしております。 

記 

１． 日程  ２０１7 年７月２９日（土）・３０日（日）・３１日（月）・８月１日（火）・２日（水） [５日間] 

２． 場所  ウィリング横浜  横浜市港南区上大岡西１-６‐１ ゆめおおおかオフィスタワー 

３． 講師及びトレーナー      

      内山 登紀夫氏 大正大学臨床心理学科 教授 ・ よこはま発達クリニック 院長 

中山 清司 氏  特定非営利活動法人 自閉症ｅサービス 代表 

      安倍 陽子 氏  社会福祉法人青い鳥 横浜市東部地域療育センター 臨床心理士 

五味 純子 氏  社会福祉法人 大和しらかし会 松風園 

深水  綾  氏  神奈川県立高津養護学校 教諭 

 

４． 主な内容 

【1 日目】 

◇講義 「ＴＥＡＣＣＨプログラムの紹介と解説」「自閉症の特性」 講師：内山登紀夫 氏 

講義 「アセスメント」講師：深水 綾 氏  講義 「構造化された指導」 講師：内山登紀夫 氏 

協力家族による「ペアレンツトーク」 

初日は自閉症の特性の理解から始まり、実践を行うためにまず評価が大切であるということを確認し、

翌日から実習で使う「構造化」の理論を学びます。またモデルの自閉症児・者の家族から、本人の生い

立ちやそれぞれの自閉症をめぐる考えなどをお話しいただき、家族との連携のあり方を考えます。 

【2 日目】 

◎実習は「自立課題」「構造化」：自閉症の特性に合わせてわかりやすく支援して教えていくという考え方の

中で、彼らの自立を促すことを学びます。 

◇講義は翌日の実習内容である「生活場面の構造化」 講師：中山清司 氏 

【3 日目】 

◎実習は「生活スキル」：構造化の支援を彼らの日常生活にどのように応用するかがテーマになって、日

常場面へ移行させていくことを学びます。 

◇講義は翌日の実習内容である「コミュニケーション」 講師：五味純子 氏 

【4 日目】 

◎実習は「コミュニケーション」：自閉症の人がいかに周囲の人とやりとりをすることに困難を感じているか、

そして、いかにそこを支援していくかについて学びます。 

◇講義は翌日の実習内容である「余暇と社会的活動」 講師：安倍陽子 氏 

【5 日目】 

◎実習は「余暇と社会的活動」：自閉症の人たちの人生を豊かにする余暇について学び、生活を楽しむと 

いうことについて考えます。 

 



◇講義「明日の構造化のために」 講師：中山清司 氏 

そして最終講義は、自閉症の特性についてもう一度深く考え、現場で向かい合っている一人ひとりの自

閉症の方に合わせた構造化をどのように準備するかを学びます。 

このように自閉症をさまざまな角度から徹底的に考える、密度の濃い 5日間となります。 

＜実習の形態＞ 

・ トレーニーの方々は6人で一組のグループになり、毎日変わる課題や自分に与えられるさまざまな

役割をこなしながら、チームワークを発揮して仕事をすることを学びます。 

・ モデルとなる自閉症の協力児者は毎日変わるので、年齢も性別も違うさまざまなタイプの方に接し

ていくことになります。 

 

 

 

 

 

 

５． 対 象 ： 自閉症児・者の療育・教育･福祉に携わっている人 ２４名 （原則として神奈川県内在勤、在住の方） 

≪ グループワークをいたしますので、５日間欠席せず、必ず参加が条件です ≫ 

６． 参加費 （受講料・食事代込み。参加費は原則として返金いたしませんのでご了承ください）  

★神奈川県域在勤者    ９０，０００円  

（横浜市と川崎市を除く神奈川県内に勤務の方を優先とし、受講料１６万円より 7 万円の割引きをします） 

★それ以外の地域の方  １６０，０００円  

７． 募集期間 ： ２０１７年３月１５日 ～ ６月１５日（必着） 

トレーナーによる書類選考があります。２４名限定ですので、受講できない場合もあることをご了承くだ

さい。キャンセル料については、７月１日～７月１５日までは３０，０００円、それ以降は受講料全額をキ

ャンセル料として申し受けます。 

８． 申し込み方法 （電話、Fax、E-mail での申し込みはご遠慮ください） 

① セミナーの申込書にご記入の上、８２円切手を貼った長形 3 号返信用の封筒を同封の上、事務局 

までご郵送ください。（宛名明記のこと・参加可否決定通知になります） 

セミナー受講申込書がない方は、８２円切手を貼った長形３号返信用封筒（宛名明記のこと）を同

封の上、事務局までご請求いただくか、神奈川県自閉症児・者親の会連合会HP上のPDFかWord

ファイルをダウンロードしてください。 

② 受講者の決定は、７月上旬にはご通知申し上げます。 
 

【申込み先】  〒253-0003茅ヶ崎市鶴が台 6-1-405 高橋和江 方 

自閉症療育者のためのトレーニングセミナー 事務局 

郵便物が必ず届くように、郵送の際は（高橋和江 方）を入れてください。 

【問い合わせ】 Ｔel・Fax 046７-51-1810（高橋） p.m.９：００まで 

 E-mail ts-toiawase@kas-yamabiko.jpn.org 

 

＜後援団体＞ 

神奈川県、神奈川県発達障害支援センター かながわＡ（エース）、神奈川県教育委員会、 

神奈川県社会福祉協議会、神奈川県心身障害児者父母の会連盟、神奈川県知的障害施設団体連合会、  

特定非営利活動法人 神奈川県障害者地域作業所連絡会、一般社団法人 日本自閉症協会、 

神奈川ＴＥＡＣＣＨプログラム研究会 

 

時に協力し、時に意見を戦わせながら、自閉症の人たちを観察し、そこから仮説を立て、実践し、さ

らにその結果からまた組み立てて実践していきます。自閉症の人たちを中心に試行錯誤していただく

毎日と、そこで出会った仲間の存在は、トレーニングセミナーを終えて現場に戻ってからの、トレーニ

ーの方々の実践への貴重な手応えを提供するものになると信じています。 

mailto:　ts-toiawase@kas-yamabiko.jpn.org


第２０回自閉症療育者のためのトレーニングセミナー受講申込書 

 
 

ふ り が な 

氏  名 

 年齢 

      歳 （男 ・ 女） 

現住所 

〒 

 

TEL               FAX 

  e-mail： 

勤務先 
 職種 

所在地 
〒 

 

TEL                  FAX 

連絡発送先   自宅   ・   勤務先 （どちらかにマルをつけてください） 

受講を希望する理由及び本セミナーに期待すること （受講者選考の参考資料となります） 

※ 必ず自筆（万年筆及び黒ボールペンを使用のこと）でお書きください。（パソコン利用は不可） 

※ 記入済み申込書は、コピーではなく原本をご提出ください。 

 

事務局記入欄  NO. 

              月  日受

理 


